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 小樽教会において

1 月 18 日(土)に神現

祭の徹夜祷、19 日

(日)に聖体礼儀が行

われました。日曜日

に重なったこともあ

り、聖体礼儀には 25

名以上の方がいらっ

しゃいました。札幌

教会や小樽教会の信

徒の方もいらっしゃ

り、また日本人だけ

ではなく外国人の方も、またお子さんを連れた方もいらっしゃいました。多くの方と

共に主の洗礼をお祝いでき、喜びに満ちた聖体礼儀となりました。 

 聖体礼儀の最後には大聖水式が行われました。イイススがイオルダン河に入りこの

世全体が聖なるものとされたように、聖堂から人々までくまなく聖水がまかれました。

この世界を「はなはだ良い」ものとして、またやがてこの世の終わりに必ず(！)到来

する「神の国」として味わう体験となりました。 

 

札幌教会 降誕祭 

 12 月 22 日(日)、札幌教会で

繰り上げをして降誕祭の聖体

礼儀を行いました。 

 聖体礼儀の後、信徒会館 2階

で祝賀会を行いました。痛悔に

ついて、子供向けの紙芝居を読

んだり(痛悔のためのチェック

リストは子供向けながら、大人

こそ読むべき内容でした！)、横尾姉が

子供向けの教材をもってこられ、「この

パンツだれのもの？」と動物の一部の

イラストを見て、どんな動物のパンツ

かを皆で考えたりしました。最後は

Bling-Bang-Bang-Bornという曲に合わ

せて踊り、閉会いたしました。 

 今年も祝賀会に差し入れをしてくだ

さった方がいらっしゃいました。有り

難うございました。 
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迎接祭、蕩子の主日 

2月15日(土)、

迎接祭の聖体

礼儀が札幌教

会聖堂にて行

われました。土

曜日の祈祷で

はありました

が、20名以上の

方が参祷され、

シメオンが幼

子イイススを抱いたことを共にお祝いすることができました。神父はシメオンが生神

女に言った「あなた自身もつるぎで胸を刺し貫かれるでしょう」という言葉を取り上

げ、クリスチャンの生き方とは、マリヤが十字架のもとでイイススの苦しみを苦しん

だように、十字架の道を歩むことである、と説教しました。 

 また 2 月 16 日(日)には、蕩子の主日の聖体礼儀が小樽教会で行われました。福音

は放蕩息子のたとえが読まれました。悔い改めた放蕩息子、その放蕩息子を寛大に赦

した父、またそのことに嫉妬し、赦すことができない放蕩息子の兄が対照的に描き出

されます。「私たちもこの兄のように、杓

子定規に教会の規定を守るだけで、愛の

ないクリスチャンとなってはいないだろ

うか」と神父の説教がありました。 

 札幌、小樽の奉事とも、京都教会から

いらっしゃったマカリイ伊藤兄、大阪教

会からいらっしゃったコンスタンティン

植田兄が堂役の奉仕をしてくださいまし

た。共に祈り、喜びを共にできたことに

感謝します。 

 

婦人会だより 

今年の復活祭は 4月 20日になります。 

卵染めは昨年と同じようにご祈祷があるため、4月 17日木曜日の午後 1時から 4時に

行います。卵染めを中心に、聖堂のお掃除も出来ればと思っています。ご多忙と思い

ますが、ご奉仕よろしくお願い致します。 

紅卵の申し込みは、4月 6日までにお願いします。復活祭深夜の祈祷もしくは 20日

（日曜日）午後 3時からの晩課（愛の晩課）に来られる方に限定させていただきます。 

電話でも受け付けております。よろしくお願い致します。 
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2011年の復活祭の様子 

イオシフ増田一美兄 永眠 

 1月 20日(月)、イオシフ増田一美兄が永眠さ

れました。91歳でした。施設に入られておりま

したが、最近は誤嚥性肺炎などで入退院を繰り

返しておられました。長年にわたり札幌教会で

レーゲントをされ、聖歌を通して神様に奉仕さ

れていました。聖歌の楽譜の整理にも力を入れ

られていました。私自身もイオシフ兄から聖歌

について多く教わりました。ある年の聖歌研修

会の帰りがけ、JRの中で聖歌について話す機会

がありました。どちらかと言うと、普段は口数

の少ない方でしたが、聖歌について色々お話し

てくださいました。そんな折、ふと「この話を

周りの人が聞いてもさっぱり何のことか分か

らないだろうね」と笑っておられたことを思い

出します。 

 

ステファン山内裕兄 永眠 

1 月 22 日(水)、ステファン山内裕兄(87 歳)が永眠されました。ステファン兄は転

倒をして腰を悪くしてしまってから、施設で寝たきりの生活をされていました。札幌

ハリストス正教会の聖堂にて 26 日(日)に通夜パニヒダ、27 日(月)に埋葬式が執り行

われました。 

 

マリナ吉村幸子姉 永眠 

12 月 24 日(火)、函館教会のエカテリナ児玉マトシカのお母様であるマリナ吉村幸

子姉(81歳)が永眠されました。長い闘病生活の中、心も暗くなった時があったが、晩

年になるにつれ、ほがらなか心になってきたとご長男がお話されていました。ベルコ

長沼にて 26日(木)に通夜パニヒダ、27日(金)に埋葬式が行われました。 

 

アウディ高村紀行兄 永眠 

12月 28日(土)、アウディ高村紀行兄(78歳)が永眠されました。今年も降誕祭に来

ることを楽しみにしていたそうですが、容態が急変して残念ながら来ることができず、

気落ちされていたということです。ウィズハウス北郷にて 31 日(火)に埋葬式が行わ

れました。 

 

ソフィヤ山田明子姉 永眠 

 2 月 17 日(月)夜に、ソフィヤ山田明子姉が永眠されました。19 日(水)に通夜パニ

ヒダ、20日(木)に埋葬式が札幌教会聖堂にて行われました。98歳でした。 
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《特別献金》                        ２０２４年１２月１４日～２０２５年２月１８日 
  ※敬称略、順不同 

献金者名 献金者名 

ニコライ小野神父、降誕祭献金 金井エレナ、リティヤ感謝 
兎澤恵子、感謝献金 森川亘、聖名祭感謝 

林三春、降誕祭 森川公子、聖名祭感謝 
今本洋子、降誕祭 イーゴリ小川、モレーベン感謝 
鈴木良美、降誕祭参祷感謝 増田家、イオシフ増田兄埋葬式聖歌隊御礼 
大木和恵、降誕祭 増田家、イオシフ増田兄埋葬献金 
平尚人、降誕祭献金 青山ケエ子、聖名祭 
伊藤美智子、パウェル小山敬二記憶 山内家、ステファン山内裕埋葬献金 
吉村家、埋葬献金 山内家、会館使用感謝 
佐藤勲、感謝献金 山内家、聖歌隊感謝 
高村家、埋葬献金 村井一澄、父イアコフ村井利夫記憶 
平一夫、新年感謝 村井禎美、父イアコフ村井利夫記憶 
山口康子、新年感謝 イーゴリ小川、神現祭感謝 
平尚人、新年感謝 高村純江、感謝献金 
加藤尚子、新年感謝 高村家、アウディ高村紀行 40日祭パニヒダ感謝 
イーゴリ小川、パニヒダ感謝 阪井家、リボウ阪井愛子 1年祭 

 
《聖堂修理献金》                     ２０２４年１２月１４日～２０２５年２月１８日
武川眞知子、森朝子、神村尚子、小山哲男、佐藤淳一 
 
《会報献金》                        ２０２４年１２月１４日～２０２５年２月１８日 
ナシ 
 

聖傅機密 Holy Unction Елеосвящение(соборование) 
 

「あなたがたの中に、病んでいる者があるか。その人は、教会の長老たちを招き、主
の御名によって、オリブ油を注いで祈ってもらうがよい。信仰による祈りは、病んで
いる人を救い、そして、主はその人を立ちあがらせて下さる。かつ、その人が罪を犯
していたなら、それもゆるされる」（イア
コフ 5:14,15） 
 
これから復活祭を迎えます。その前に

ぜひ聖傅機密を受けてはどうでしょうか。
札幌教会の聖堂で、3 月 29 日(土)午後 3
時より行う予定です。かなり長時間にわ
たる祈祷ではありますが、体の癒しはも
ちろん、魂の癒しをも主から受けられる
よう求め、来るべき復活大祭に備えまし
ょう！ 
 
 
 

小樽教会 光明週間Светлая седмица の聖体礼儀 
 
 復活祭後の 1週間は光明週間と呼ばれています。王門は開かれたまま、復活祭当日
とほぼ同じ聖体礼儀が繰り返されます。古代からそうしてきたように、正教会の復活
祭の喜びは 1日で終わりではなく、続いていきます。小樽教会でも光明週間の聖体礼
儀を行いますので、ぜひいらっしゃってください！ 

 


